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【二
月
の
行
事
報
告
】 

二
月
七
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
緊

急
事
態
宣
言
が
継
続
さ
れ
た
た

め
、
音
楽
サ
ロ
ン
（
二
月
十
六
日
）

が
中
止
と
な
り
、
サ
ー
ク
ル
利
用

も
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
感
染

者
数
も
減
少
に
転
じ
、
三
月
よ
り

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
、

公
民
館
も
通
常
の
運
営
に
戻
る

見
込
み
で
す
。 

今
月
は
雪
の
舞
う
日
や
五
月

並
み
の
陽
気
が
続
く
な
ど
、
不
順

な
天
候
で
す
が
、
春
が
近
づ
い
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
区
内
で
は
紅
梅
や
白
梅
が
満
開
で
す
。
桜

桃
（
さ
く
ら
ん
ぼ
）
の
花
も
咲
き
ま
し
た
。
牛
頸
川
の
土
手
で
は

土
筆
（
つ
く
し
）
も
出
て
き
ま
し
た
。
散
歩
の
際
に
ご
覧
に
な
っ

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

☆
平
野
小
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業 

毎
年
こ
の
時
期
、
平
野
小
三
年
生
が
公
民
館
に
来
館
し
、
区
長

が
牛
頸
の
話
を
講
義
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
で
、
二
月
十

七
日
に
学
校
と
公
民
館
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
つ
な
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん

全
員
、
真
剣
に
授

業
を
受
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
最

後
の
質
問
タ
イ

ム
で
答
え
ら
れ

な
い
難
問
が
三

問
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
調

べ
て
お
き
ま
す
。 

 

 

【
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
】 

☆
公
民
館
改
修
予
定 

牛
頸
公
民
館
の
改
修
工
事
が
令
和
三
年
十
月
か
ら
令
和
四
年
三

月
ま
で
の
半
年
間
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
公
民
館
及
び
駐

車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
利
用
予
定
の
方
は
、
他
の
公
民
館
や

南
コ
ミ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
多
目
的
広
場
と
広
場
に
移
設
す
る
資

源
回
収
倉
庫
は
利
用
で
き
ま
す
。
な
お
、
公
民
館
事
務
所
は
向
い
の

老
人
憩
い
の
家
（
楠
寿
苑
）
に
移
動
し
、
回
覧
物
配
布
や
苦
情
要
望

受
付
等
の
事
務
作
業
は
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ダ
ム
記
念
館
も
公

民
館
備
品
の
一
時
倉
庫
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
改
修
期
間
中

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
下
さ
い
。 

☆
牛
頸
区
通
常
総
会 

来
年
度
の
通
常
総
会
は
四
月
十
八
日
（
日
）
を
予
定
し
て
ま
す
が
、 

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
、
人
数
制
限
し
て
隣
組
長
の
み
の
参
加
と
す

る
か
、
昨
年
同
様
の
書
面
審
査
と
す
る
か
、
ま
だ
未
定
で
す
。
決
ま

り
次
第
、
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

☆
公
民
館
集
会
室
の
音
響
設
備
拡
充 

集
会
室
（
定
員
六
十
名
）
の
利
用
が
減
り
、
こ

の
際
と
い
う
こ
と
で
音
響
設
備
の
修
理
と
拡
充

を
行
な
い
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
用C

D

カ
セ
ッ
ト
、

マ
イ
ク
増
設
（
有
線
４
台
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
４
台

へ
）、
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
無
線
（
ス
マ
ホ
等
か
ら
無

線
で
楽
曲
を
流
せ
ま
す
）、
ス
テ
ー
ジ
用
フ
ロ
ア
ス
ピ
ー
カ
等
で
す
。

ブ
ル
ー
レ
イ
、D

V
D

、C
D

、
カ
セ
ッ
ト
、
ビ
デ
オ
が
使
え
ま
す
。

映
像
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
大
画
面
で
写
せ
ま
す
。
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
是
非
お
使
い
く
だ
さ
い
。
良
い
響
き
で
す
よ
。 

☆
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
青
パ
ト
）
隊
員
募
集 

 

昨
年
か
ら
募
集
し
て
ま
す
が
、
応
募
が
少
な

く
、
現
隊
員
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
青
パ
ト
出

動
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
原
則
月
一

回
、
月
、
水
、
金1

5

：3
0

～1
7

：0
0

に
区
内

を
青
パ
ト
（
軽
ト
ラ
）
で
巡
回
し
ま
す
。
手
伝

え
る
と
い
う
方
は
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

☆
新
隣
組
（
５‐

４
組
）
発
足 

 

一
月
よ
り
、
こ
れ
ま
で
隣
組
に
未
加
入
の
牛
頸
４
丁
目
集
合
住
宅

（
リ
バ
ー
ジ
ュ
横
峰
、
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
和
）
を
５‐

４
組
と
し
て
新

設
し
ま
し
た
。
新
隣
組
長
様
、
組
長
を
快
諾
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

現
在
、
区
内
に
は
隣
組
未
加
入
の
集
合
住
宅
が
二
十
棟
以
上
あ
り

ま
す
。
今
後
、
公
民
館
で
は
、
隣
組
加
入
・
新
設
の
活
動
を
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
サ
ー
ク
ル
紹
介
】 

筑
紫
幼
稚
園OB

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ 

 

私
た
ち
は
、
主
に
サ
ッ
カ
ー
の
練
習

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

の
基
礎
（
止
め
る
、
蹴
る
）
や
試
合
（
ゲ

ー
ム
）
な
ど
皆
で
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
一
致
団
結
と
い
う

言
葉
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ

ー
は
一
致
団
結
が
で
き
な
い
と
チ
ー
ム

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う

言
っ
た
言
葉
を
大
事
に
し
て
い
き
な
が

ら
練
習
や
試
合
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ひ
ま
わ
りYOGA 

 

ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
、
バ
レ
リ

ー
ナ
ヨ
ガ
で
、
呼
吸
法
、
体
質
改
善
、
矯
正
、
癒
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
無
理
な
く
気
持
ち
よ
く
流
れ
に

そ
っ
て
、
心
身
共
に
美
し
く
健
康
で
太
り
に
く
い
体
へ
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
気
長
に
。
毎
週
、
月
、
水
、
金
曜
日
の10:15

～11:15

開
催
で
す
。
月
曜
日
は
大
人
、
子
ど
も
、
赤
ち
ゃ

んOK

コ
ー
ス
で
す
。 

【
三
月
の
行
事
予
定
】 

三
日 

あ
い
あ
い
く
ら
ぶ 

六
日 

公
民
館
運
営
協
議
会 

九
日 

あ
い
あ
い
会
（
一
班
） 

十
一
日 

食
生
活
改
善
推
進
会 

十
二
日 

あ
い
あ
い
会
（
三
班
） 

十
三
日 

隣
組
長
会 

十
五
日 

地
域
ケ
ア
・
企
画
調
整
会
議 

十
六
日 

あ
い
あ
い
会
（
二
班
） 

二
三
日 

音
楽
サ
ロ
ン 

二
六
日 

地
域
福
祉
推
進
委
員
会 

【
四
月
の
行
事
予
定
】 

五
日 

評
議
員
会 

七
日 

あ
い
あ
い
く
ら
ぶ 

十
日 

新
隣
組
長
会 

十
二
日 

地
域
ケ
ア
・
企
画
調
整
会
議 

十
三
日 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
あ
い
あ
い
カ
フ
ェ
」 

十
八
日 

牛
頸
区
通
常
総
会 

二
二
日 

評
議
員
会 

二
三
日 

地
域
福
祉
推
進
委
員
会 

二
七
日 

足
元
気
教
室 
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受付前に、雛人形を

飾って頂きました。 牛頸川の土筆 


